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リンゴ葉における光合成、蒸散速度の季節変化
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1 はじめに

リンゴ葉の光合成、蒸散速度の季節変化については、

これまでも測定例が多い。 しか し、環境条件を一定にし

た事例は少なく、光合成/呼吸比、水利用効率、葉の成

熟老化指標については知見が少ない。この点を明らかに

しようとした。

2 試験方法

測定は 1989年から 1992年及び 2001年の 5年間行つ

た。ここでは 1992年 の結果を示す。`ス ターキング・デ

リシャス '、 `ゴールデン・デリシャス'及び `つがる'

の3品種の中長果枝、切 り枝副梢葉を供試した。これら

の 2～ 3枚展葉期の5月 20日 から11月 中旬まで、ほぼ

1週間間隔で光合成、蒸散速度の同時測定を行つた。設

定環境は光量子束密度 71111 μ mo1/m%鳴気温 20℃、露

点温度 10 °Cの一定とし12リ ットル容チャンバーに水

壺ごと果枝を入れた。

葉色は富士グリーンメーター示度値で表し、測定葉は

同一枝上の葉齢の差をマス化するため先端、中位、基部

から選んだ。

3 試験結果および考察

グリーンメーター示度値は 9月頃のかなり遅い時期ま

で上昇を続けた。品種間では `つ かる'の値のみ突出し

て高く、他の 2品種間ではほとんど差が認められなかっ

た (図 1)。 単位葉面積当たりの光合成速度は葉の展開

中に上昇し、定常値に達した後、測定日毎のふれを持ち

ながら推移し、晩秋に低下した。品種間では `つ がる'

の値が `ス ターキング・デ リシャス'よ りやや高 く iゴ

ールデン・デリシヤス'は両者の中間程度であつた (図

2)。

光合成/呼吸比は生育初期には呼吸速度が大きいた

め、低かつたが、成葉化して呼吸速度が安定して低くな

る 7月 中旬まで上昇し、その後ふれを持ちながらも 20

～ 30前後の値を示し、11月 には光合成の低下と呼吸の

上昇により再度低下した。生育中期のふれには葉の水分

状態が影響しているようであつた (図 3)。

明条件下の蒸散速度はふれがかなり大きかつた。8

月にやや低い値、9月 にやや高い値を示したが、ほぼ

3mmttm%も cc前後の数値であつた。 `ス ターキング・デ

リシャス'は蒸散速度においても低い数値を示すことが

多かつた (図 4)。

明条件から暗黒化にして 1時間経過後の蒸散速度はふ

れを持ちながらも秋に明確な上昇を示した (図 5)。 こ

の現象は、1992年が特に顕著であつたが、測定年 5年

間に共通していた。気子しが光変化に対して反応しにくく

なる結果によるとみられ、鈍葉化に類似した葉の老化に

関連しているものと考えた。

水利用効率 (真の光合成速度/蒸散速度 )は上昇し

た後に低下するカープを描いた。品種間では `ス ターキ

ング・デリシャス'の値が高かつた (図 6)。

鈍葉化の早晩の品種間差異については、早期落葉

(NccollCレば Blo“h)しやすい `つがる'や `ゴール

デン・デリシャス'が早期落葉のない `ス ターキング・

デリシャス'よ り早い傾向があつた。また、鈍葉化の時

期も早期落葉の発生開始時期に近い点から、今後は早期

落葉との関係をより詳細に解明する必要がある。

4 まとめ
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リンゴ葉を暗黒化条件にしたときの蒸散速度の季節変

化には、顕著な特徴があつた。すなわち、明条件から暗

条件に変えると、生育途中までは気子Lが閉じるために蒸

散速度はすばやく低下したが、8月以降その低下がなく

なり、光条件の変化に気孔開閉が反応しなくなる鈍葉化

(dun lcaDが みられた。
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図 1 供試葉の葉色の季節変イヒ
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図4 明条件下蒸散速度の季節変化
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図2 葉の光合成速度の季節変化
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図5 暗黒下蒸散速度の季節変化

図6 水利用効率の季節変化
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図3 光合由 呼吸速度比の季節変化
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